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▲トーレ湖の湖面に映る迫力のセロ・トーレを望む

日程 発着地 スケジュール/ 食 事【宿 泊地】

1 東 京  発
北米経由都市 着/発

午後、東京発1北米経由都市で乗り継ぎ、チリのサン
チャゴへ。	 Q【機中泊】

2 サ ン チ ャ ゴ  着 午前、サンチャゴ着。着後、サンチャゴ市内へ。
	 QPP【サンチャゴ泊 H】

3 サ ン チ ャ ゴ  発
ペ オ エ 湖 畔  着

1国内線にて、プエルトナタレスへ。2専用車で、プエル
ト・ナタレスを経てパイネ国立公園へ。午後、パイネ国立
公園着。その後、ぺオエ湖畔にある絶景のホテルへ。
	 MPO【ペオエ湖畔泊 I】

4

ペオエ 湖 畔  滞 在
クエルノ展望
ハイキング

グレイ湖ハイキング

パイネ山群での2日間のトレッキング開始。0午前、水量
豊富で迫力あるパイネ大滝へ。ノルデンスキョルト湖を
見下ろし、対岸に雄大なパイネ・グランデ、クエルノ・デ
ル・パイネを望む展望台までの周遊ハイキングを楽しみ
ます（徒歩約3時間）。0午後、氷山が浮かぶグレイ湖で
のハイキングを楽しみます（徒歩約2時間）。
	 MNO【ペオエ湖畔泊 I】

5 ペ オ エ 湖 畔 　 発
カ ラ フ ァ テ   着

2国境を越え、アルゼンチンへ。広大な原野をアルヘン
ティーノ湖畔の保養地カラファテへ。
	 MNO【カラファテ泊 H】

6
カ ラ フ ァ テ  発
チャル テ ン  着/発
トレッキング1日目
セロ・トーレBC 着

2チャルテンへ。フィッツロイ山群の核心部5日間のト
レッキング開始。0フィッツロイ川沿いのトレイルをセ
ロ・トーレBCへ（徒歩約3時間）。
	 MNO【セロ・トーレBC泊 J】

7
セロ・トーレBC 滞在
トレッキング2日目

セロ・トーレベースキャンプ滞在。0キャンプ地からトー
レ湖へ。湖面に映るセロ・トーレを心行くまで眺めます
（徒歩約1時間）。午後も天候が良ければ、トーレ湖周辺
でのハイキングを楽しみます。
	 MNO【セロ・トーレBC泊 J】

8
トレッキング3日目
セロ・トーレBC 発
フィッツロイBC 着

朝焼けに染まるセロ・トーレの雄姿を堪能した後、フィッ
ツロイBCへ（徒歩約3時間）。目の前にフィッツロイがそ
びえたつ絶景のベースキャンプです。0午後、ご希望の
方は、カプリ湖への往復ハイキングにご案内します（徒
歩約3時間）。
	 MNO【フィッツロイBC泊 J】

9 トレッキング4日目
フィッツロイBC 滞在

午前、0フィッツロイの岩峰群を間近に望む氷河湖ロス
トレス湖までの往復ハイキング（徒歩約3時間）。
午後はゆっくりとお過ごしください。
	 MNO【フィッツロイBC泊 J】

10
トレッキング5日目
フィッツロイBC 発
チャルテン 着 / 発
カ ラ フ ァ テ  着

0ブランコ川沿いの道をチャルテンまで下り、トレッキ
ング終了（徒歩約2時間）。
その後、2専用車でカラファテへ。
	 MNO【カラファテ泊 H】

11
ペリト・モレノ氷河
氷河湖クルーズ

カ ラ フ ァ テ  発
ブエノスアイレス 着

2世界遺産ロス・グラシアレス国立公園のペリト・モレ
ノ氷河へ。5氷河湖ボート・クルーズ（所要約50分）で
迫力ある氷河の間近に迫ります。その後、1国内線にて
ブエノスアイレスへ。
	 MNO【ブエノスアイレス泊 H】

12
ブエノスアイレス

フリータイム
ブエノスアイレス 発

夕刻の出発まで自由行動。街の散策やオプショナルツ
アーなどをお楽しみください。夜、ブエノスアイレス発1
北米経由都市へ。
	 MPP【機中泊】

13 北米経由都市 着/発 1北米経由都市で乗り継ぎ、東京へ。
	 Q【機中泊】

14 東 京  着 午後、東京着。	 Q
※航空会社の都合や現地事情により、日程は一部変更される場合があります。 

歩行時間 宿泊高度 宿泊施設ddeee ggg i lk

東京発着地

●燃油サーチャージ（2025年10月20日現在：目安約56,000円）が別途必
要です。今後変更となる場合はご旅行代金ご請求の際にご案内いたします。

●米国ESTA（＝電子渡航認証システム、実費40USドル＋申請料金4,400
円、2025年10月20日現在、手数料・消費税込み）の取得が別途必要となります。
●ツアーリーダー（添乗員）：東京から東京まで同行します。
●最少催行人数：6人　●食事：朝10回、昼8回、夕9回
●利用予定ホテル：Bクラス以上。サンチャゴ/シェラトン　ブエノスアイレス/ヒルトンダ
ブルツリー　カラファテ/ポサダデアラモス
●一人部屋利用追加料金：￥220,000（ロッジ泊・テント泊を含む）
●利用予定航空会社：ターキッシュエア、エアカナダ、シンガポール航空、ユナイテッド
航空、全日空、ルフトハンザ

チリ側のパイネ山群とアルゼンチン側のフィッツロイ山群、パタ
ゴニアを代表する2大山群で連泊、滞在するゆったりハイキング
コースです。チリ側のパイネ山群では、ペオエ湖の快適なホテル
で連泊しながらハイキングを楽しみます。アルゼンチン側では、
フィッツロイやセロ・トーレのベースキャンプにそれぞれ連泊、滞
在し、ゆっくりと名峰を仰ぎ見ることができます。

2大山群でそれぞれトレッキング
こだわりの好展望地で朝を迎えます
風の大地と呼ばれるパタゴニアは、強風が吹き荒れることで有名です。天
気のめまぐるしく変化する中でも最大限、素晴らしい山旅となるように、好
展望地での宿泊にこだわり抜いた企画です。パタゴニアを代表する2つの
山群、パイネ山群、フィッツロイ山群でそれぞれ快適なホテルやテントに宿
泊し、こだわりのハイキング＆トレッキングにご案内します。

※トレッキング：現地ガイドが同行。
※フィッツロイおよびセロ・トーレベースキャンプでの寝袋は清潔で暖かい寝袋（シュラフ）を現地に
て用意しております。
※トレッキング中の宿泊地や設備は、現地事情により変更する場合がございます。あらかじめ
ご了承ください。

パタゴニア・パイネ＆フィッツロイ山群ゆったり滞在
ハイキング・スペシャル 14日間

9B00PG
フライトの前後はホテルで休養しながら、パタゴニアを代表する名峰を望むトレッキングへ

残2

私がご案内します

久保 典彦
（くぼ のりひこ）

お申込みは
こちら

https://hplink.we-can.co.jp/hplink/PR_FRAME?HV_USER_CODE=ALPINE&HV_TOUR_CD=9B00PG&HV_PTN_NO=B&HV_PTN_EDA=105&HV_S_DEP_FROM=160401&HV_S_DEP_TO=260331&HV_OPENER_URL=https://www.alpine-tour.com/

